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Ⅰ研究の成果 （1000字程度）
ナノオーダー，分子レベルで規則的に構築され
た構造体には，従来のバルク材料にはない新規な
機能が期待されているが，その機能性材料としての
利用例はまだ少数にとどまっている。本研究では，
カラム状液晶を固定化することで得られるナノカラ
ム構造体に着目し，カルボン酸とアミンの塩の結晶
中に形成されるカラム様構造を応用することで，従
来のナノカラム構造体にはない精密な情報（カラム
内配向，キラリティー ）を記憶したカラム状構造体を
合成し，分子認識材料への応用を図った。
アルキル鎖末端に重合官能基を有するカルボン
酸(R1=OCOCH=CH2）と(-)-ノルエフェドリン(-)-1と
の塩は，長辺約46A，短辺約27Aのカラムナーレ
クタングラー相を発現した。そこで，この塩を液晶
相でγ線重合し，カラム状構造を固定・刷り込んだ
架橋高分子を得た。
この構造体の分子認識能を評価するために，固
液平衡による鋳型分子と外部ゲストとの交換反応
を行った。鋳 型分 子に対 し2当量のゲストを加えたところ，(+)-2,(-)-3,(+)-4,(-)-5が3割前後交換したの
に対し，2位にフェニル基を有する(+)-6,(-)-7は1割程度に交換率が抑制された。またラセミ体 のゲスト
を0.1当量加えて同様 に交換を行なったところ，1位にフェニル基 やナフチル基 を有するゲストが比較
的 高いeeでカラム内部に取 り込まれた。また，優先的に取り込まれたのは，アミノアルコールの1位の立
体が鋳型分子と一致する
ゲストであった（Table1）。
これらの結果から，鋳型の
構造が高分子中に記憶さ
れており，ゲスト分子の構
造を認識して包接されてい
ることが判明した。
Table1．型材とラセミ体ゲスト（0.1当量）との交換
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